
令和３年度 第１回いにしえ倶楽部（0627） 

西川津遺跡の出土品を「再整理」する 

島根県埋蔵文化財調査センター 深田 浩 

 

１．「再整理」の目的 

 山陰地方を代表する弥生時代の拠点集落である西川津遺跡出土品について、非掲載資料

も含めた分類・集計作業などの基礎的整理を行い、新たな公開・活用を図る。 

 

２．再整理対象・再整理年度 

 ・再整理対象：西川津遺跡宮尾坪内地区（昭和 55・56年度調査） 

報告書･･･『西川津遺跡Ⅰ』（島根県 1980）、『西川津遺跡Ⅱ』（島根県 1982） 

 ・再整理年度：平成 29年度～令和２年度 

 ・再整理成果：報告書『島根県西川津遺跡出土品Ⅰ』の刊行（令和３年３月） 

 

３．出土品の数量 

 ・『西川津遺跡Ⅰ』：コンテナ 73箱 

・『西川津遺跡Ⅱ』：コンテナ 96箱 合計 169箱 

 

４．再整理の成果 

（１）縄文土器からみた西川津遺跡（宮尾坪内地区）の動態 

 ・縄文時代早期中葉から晩期末にかけて各時期の土器が出土し、縄文時代を通じた集落の

継続性がうかがえる。 

 ・出土量は時期によって顕著な差があり、特に前期後葉（西川津式）と晩期後葉（突帯文

期）に大きなピークがある。一方、前期後葉から後期にかけては出土量が低調。 

 ・出土量の推移には、気候の冷涼化に伴う地勢環境の変動が影響している可能性を指摘。 

 

（２）弥生土器からみた西川津遺跡（宮尾坪内地区）の動態 

 ・弥生土器の総量は、全時代を通じた出土土器類の総量（約 845 ㎏）うち 94％（約 796

㎏）を占める。 

 ・出土量は前期後半（Ⅰ-3･4 様式）にピークがあり、中期中葉（Ⅲ様式）まで維持する

が、中期後葉（Ⅳ様式）に著しく減少する。 

 ・後期以降は出土量が減少の一途をたどり、特に後期後葉（Ⅴ-３様式）には確実にこの

時期に比定できる資料が確認できない。 

 ・西川津遺跡の拠点集落は、①拠点集落の成立（前期前半）、②拠点集落の盛行（前期後

半）、③拠点集落の衰退（中期後葉）、④拠点集落の解体（後期）という変遷を辿ること



が素描でき、特に中期後葉に大きな画期がある。 

 ・出土品としては、海崎地区や鶴場地区と同様に、木製農耕具や緑色凝灰岩製管玉未成品

などを確認した。一方で交易・生産拠点であることを示す遺物（搬入土器、漆塗土器、

鋳造鉄斧、多量の大陸系磨製石器や太型蛤刃石斧未成品等）、祭祀の場であることを示

す遺物（土笛、分銅形土製品、青銅器等）、首長の存在が想定される遺物（玉類、貝輪、

威儀具等）は確認できていない。 

 ・海崎地区・鶴場地区と宮尾坪内地区を個別の集落として捉えることができるならば、前

者は西川津遺跡の中核的集落、後者はその衛星的な近接集落として機能していたこと

がうかがえ、今回の成果は拠点集落を構成する単位集団としての一端を反映している

ことが想定される。 

 

５．今後の課題と展望 

 ・今回の再整理作業により、遺物出土量の推移からみた宮尾坪内地区における西川津遺跡

の動態を示すことができた。 

 ・特に弥生時代中期後葉における集落衰退現象は意宇平野の拠点集落である布田遺跡と

共通する注目すべき画期といえ、出雲平野の拠点集落である矢野遺跡など他地域の様

相や、山陰の弥生時代を特徴づける他の要素（青銅器、玉生産、高地性集落、墓制など）

の展開とも比較検証し、今後の山陰地域における弥生時代研究の枠組みの中で別途検

討すべき課題。  

・一方で、遺物は朝酌川の河道や氾濫原からの出土であり、今回の成果が西川津遺跡の集

落の盛衰をどこまで正確に反映しているかは慎重にならざるを得ない。 

 ・今後は西川津遺跡の海崎地区をはじめ、朝酌川遺跡群を構成する原の前遺跡やタテチョ

ウ遺跡の再整理にも継続的に取り組み、今回示した成果の妥当性をクロスチェックで

確認する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．朝酌川遺跡群のコンテナ数概算 

２．昭和 55・56年度の調査区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．朝酌川遺跡群の調査区配置図 

宮尾坪内地区 

海崎地区 鶴場地区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．昭和 55・56年度調査の遺物出土量（単位：ｇ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．昭和 55・56年度調査における縄文土器の時期別出土量（単位：ｇ） 

６．昭和 55・56年度調査における縄文土器の土器型式別出土量（単位：ｇ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 55・56年度調査における縄文土器の土器型式別出土量（単位：ｇ） 

７．昭和 55・56年度調査における弥生土器の時期別出土量（単位：ｇ） 

８．西川津遺跡・布田遺跡の弥生土器の時期別出土量（単位：ｇ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．西川津遺跡と布田遺跡の変遷 

10．宮尾坪内地区と鶴場地区の出土品の比較 
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11．出雲地域における弥生時代の変遷（試案） 
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６月 22日 山陰中央新報 文化欄より 


